








卵割 原腸形成

脊髄 グリア

アクチンフィラメント 微小管 中間径フィラメント

e b, c, d a

a, g, h c, d, f

b, e

平たい細胞のかたまりが形成されたあと，指と指の間の細胞が死んで, 残った部分から指
が形成される。アヒルでは細胞死の起こり方がヒトよりも少ないため, 指と指の間に細胞が
残り, 水かきが形成される。

胚の背側の外胚葉が平らになり，神経板になる。神経板の下側の中胚葉は脊索になる。
神経板の両側が盛り上がり肥厚し，中央がへこんで神経溝となる。盛り上がった部分が
正中でつながって神経管を形成する。

外胚葉全体にE-カドヘリンが発現しており，神経管になる細胞ではN-カドヘリンが
発現している。カドヘリンは同じタイプどうしで結合するため，N-カドヘリンを
発現する細胞どうしが接着して，E-カドヘリンを発現する外胚葉から離れることに
より神経管形成が促進される。

有髄神経繊維には髄鞘があり，無髄神経繊維には髄鞘がない。
髄鞘は電気が通りにくい構造をしているため，ランビエ絞輪からランビエ絞輪
へ興奮が跳躍しながら伝わるため，伝導速度が大きい。
脊椎動物のように，刺激に反応して素早く行動するためには，情報を高速処理
できる有髄神経が有利である。

(数研出版　生物　より改変)







減数 対立

連鎖

遺伝子組換え

染色体地図
利点 1

利点 2

利点 3

多産

世代時間の短さ

飼育のしやすさ

赤眼の対立遺伝子は白眼に対して優性である。

３：１

赤眼、白眼の遺伝形質は性によって表現型の比が異なる。

は て 、 は て

1：1

1：1

変異体Aの染色体位置におけるwhite遺伝子の発現を不活性化するはたらきを持つ。
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